
古紙配合率100％再生紙を
使用しています。環境にやさしい大豆油インキ 32

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネッ
トでも「市報くまがや」をご覧になれます。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/「市報くまがや」は毎月１日(原則)に発行します。

■人口 207,460人(+1,112) 男 104,305人(+1,003) 女 103,155人(+109) ■世帯 80,623世帯(+1,141)
人口と世帯　●平成19年５月１日現在（対前月比）
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■
発
行
日
　
平
成
19
年
６
月
１
日
　
　
■
発
行
　
熊
谷
市

■
編
集
　
広
報
広
聴
課
　
〒
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６
０-

８
６
０
１
熊
谷
市
宮
町
ニ
丁
目
47
番
地
１
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０
４
８-

５
２
４-
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線
２
０
６)

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８-

５
２
０-

２
８
７
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●旬
しゅん

のにんじんたっぷり！オレンジ色で食卓も華やかに！

パーティ風　にんじん炊き込みご飯

■材　料(４人分)
米　　　 ３カップ　　
にんじん　中１本
ツナ缶　　(または鶏ひき肉)適量

■作り方
①米は洗って少し固めの水加減にする。
②①にすりおろしたにんじん、ほぐしたツナ缶(または
鶏ひき肉)とAを加えて炊く。

③炊き上がったご飯を小さめのボール状のおにぎりにする。
④おにぎりが包めるくらいの大きさの薄焼き卵を焼く。

⑤ 薄焼き卵でおにぎりを
包み、その上から海苔
で包む。おにぎりの上
に十字の切り込みをい
れ、緑の野菜を彩りに
のせる。

※お好みで巻きずし風、
てまりずし風にも。
◆農業振興課　3内線442

〔

今月の料理人はＪＡくまがや女性部家の光クラブの梅宮久枝さん

市
報 月号

６
No.21
2007
平成19年

URL  http://www.city.kumagaya.lg.jp/

熊谷初夏の花めぐり
(別府沼公園・能護寺・道の駅めぬま)

条例・特別表彰者のご紹介

参議院議員通常選挙

６月は「環境月間」です

いま、熊谷の川は
おたよりパレット
市政ワイド
熊谷市民憲章ほか

市政情報
児童手当を受給されている方は現況届の提出をほか

くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ・相談

いきいき元気　みんなの健康
文化施設情報
くまがやフォトニュース・
市報クイズ・「あついぞ！熊谷」シンボルキャラクター愛称決定

くまがや東西南北

夢追い人・フレッシュクッキング

特集
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24

30

32

「可
か

憐
れん

に咲き誇るバラ」
道の駅めぬまのバラ園が、５月中旬から見ごろを迎え、訪れた人々の目を楽しませています。

28

21

A

塩　　　　小さじ１～２　
酒　　　　大さじ1/2
こしょう　少々
しょうが　すりおろしたもの適宜

『一言アドバイス』
にんじんは、茎の付け根が細いほど芯

しん

も細く味が良いよう
です。がんの予防や肌のトラブルにも有効なカロテンは、特
に皮部分に多く含まれていますので、すりおろしの際は皮付
きのままがお勧めです。

◆健康づくり課　3528－0601

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
飲
む
な
ら
牛
乳

農
業
　

坂
田
　
賢
司
さ
ん

（
成
沢
）

酪
農
家
を
目
指
す
ま
で

私
は
現
在
28
歳
、
４
年
ほ
ど
前
か
ら

家
業
を
継
ぎ
、
乳
牛
31
頭
を
飼
育
す
る

酪
農
を
中
心
に
経
営
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
家
業
を
継
ぐ
も
の
と
思

い
、
農
業
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
牛
飼
い
に
な
る
の
か
、
自
分

は
何
が
し
た
い
の
か
進
路
に
悩
ん
だ
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
父
と
酪
農
に
つ
い
て
話
し

た
り
、
友
人
た
ち
と
将
来
の
話
を
す
る

う
ち
に
、「
や
は
り
自
分
は
酪
農
家
に
向

い
て
い
る
。
家
業
を
継
い
で
酪
農
家
に

な
ろ
う
」
と
決
心
し
ま
し
た
。

や
る
か
ら
に
は
本
格
的
に
勉
強
し
よ

う
と
北
海
道
の
酪
農
学
園
大
学
に
進
学

し
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
農
場

や
地
元
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
た

く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
卒
業

後
も
２
年
ほ
ど
北
海
道
内
の
酪
農
家
の

も
と
で
研
修
し
ま
し
た
。

勉
強
や
経
験
を
積
ん
で
就
農
し
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
失
敗
も
多
く
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
毎

日
で
す
。

生
命

い
の
ち

を
育
て
る
仕
事

朝
夕
の
搾
乳
、
牛
舎
の
清
掃
、
餌え

さ

や

り
が
主
な
仕
事
で
す
が
、
食
べ
残
し
や

糞ふ
ん

の
状
態
な
ど
、
牛
の
観
察
は
常
に
注

目
す
べ
き
場
所
を
変
え
て
確
認
し
、
ま

た
牛
達
と
の
対
話
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

人
が
食
べ
る
食
品
を
作
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
の
が
こ
の
仕
事
を
し

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
で
す
ね
。

ま
た
、
子
牛
が
産
ま
れ
た
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

し
か
し
、
生
き
物
を
相
手
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
遊
ん
だ
り
羽
を

伸
ば
せ
な
い
の
が
つ
ら
い
で
す
ね
。
常

に
牛
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

若
き
酪
農
家
の
夢

将
来
の
夢
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
ま
ず
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
牛
乳
、
飲
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
飲
む
な
ら
牛
乳
」
で
す
よ
。
そ
の

た
め
に
健
康
良
質
な
土
壌
、
餌
、
牛
作

り
で
、
安
心
・
安
全
か
つ
お
い
し
い
牛

乳
を
作
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
酪
農
が
地
域
の
人
た
ち
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
生
命
を
育
て
る
職
業

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
、
放
牧
し
た
牛

た
ち
を
眺
め
な
が
ら
自
家
製
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
癒い

や

し
の
ひ

と
と
き
を
過
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
最
高
で
す
ね
。

あ
、
あ
と
お
嫁
さ
ん
募
集
中
で
す
と

書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

4

8

P2

6

5

7 海
の

苔
り

薄焼き卵(砂糖、塩少々)
彩りに季節の野菜

牛舎での作業中は牛との対話を心がけ
ています。
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沼
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別
府
沼
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「
花
め
ぐ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
が
運
行

熊
谷
市
観
光
協
会
で
は
、
籠
原
駅
を
起
点
に
、
別
府
沼
公
園(

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ)

・
能

護
寺(

ア
ジ
サ
イ)
・
道
の
駅
め
ぬ
ま(

バ
ラ)

を
結
ぶ
、「
花
め
ぐ
り
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

を
運
行
し
ま
す
。
市
内
循
環
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス(

１
回
１
０
０
円)

と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
課
3

５
８
８-

１
３
２
１

運行区間

運行日　6月16日(土)・17日(日)・23日(土)・24日(日)

シャトルバス運行ダイヤ

ところ　永井太田1141
参観時間　８時～17時30分
参観料金　300円(18歳未満無料)
駐車場　100台
◆妻沼行政センター産業課　3588-1321

行
基
上
人
に
よ
り
天
平
15(

７
４
３)

年

に
開
山
さ
れ
、
後
に
空
海(

弘
法
大
師)

に

よ
り
真
言
密
教
の
道
場
が
開
か
れ
、
能
護

寺
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
る
能

護
寺
は
、
6
月
中
旬
よ
り
見
ご
ろ
を
迎
え

境
内
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
県
内
は
も

ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
、
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

行
基
上
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平
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４
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。
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迎
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彩
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と
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ど
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彩
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と
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方
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、
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と
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４
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◆公園緑地課　3内線345

別府沼公園

能護寺

太田小●

上
武
国
道

妻沼行政センター●

熊谷警察署●

至上野JR高崎線
至高崎

●観音寺

深谷バイパス

●

●籠原駅（埼玉りそな銀行前）
籠原

道の駅めぬま
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妻沼運動公園

ところ　弥藤吾720
開館時間　10時
閉館時間　18時
休館日　第1水曜日
◆道の駅めぬま　3567-1212
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０
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あついぞ！熊谷
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籠原駅北口　着

1 便 2 便 3 便 4 便 5 便 6 便 7 便 8 便 9 便 10 便

籠原駅北口　発 8：30 9：00 10：15 10：45 12：05 12：30 14：25 14：55

別府沼公園　着 8：40 9：10 10：25 10：55 12：15 12：40 14：35 15：05

別府沼公園　発 8：45 9：15 10：30 11：00 12：20 12：45 14：40 15：10

能護寺　　　着 8：53 9：23 10：38 11：08 12：28 12：53 14：48 15：18

能護寺　　　発 8：58 9：28 10：43 11：13 12：33 12：58 14：53 15：23

道の駅めぬま 着 9：10 9：40 10：55 11：25 12：45 13：10 15：05 15：35

道の駅めぬま 発 9：30 10：00 11：15 11：45 13：45 14：10 15：25 15：55

能護寺　　　着 9：42 10：12 11：27 11：57 13：57 14：22 15：37 16：07

能護寺　　　発 9：47 10：17 11：32 12：02 14：02 14：27 15：42 16：12

別府沼公園　着 9：55 10：25 11：45 12：10 14：10 14：35 15：50 16：20

別府沼公園　発 10：00 10：30 11：50 12：15 14：15 14：40 15：55 16：25

10：10 10：40 12：00 12：25 14：20 14：50 16：05 16：35
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５月16日、熊谷文化創造館さくらめいとにおいて合併記念式典と併せて熊谷市
表彰式を挙行し、本市の文化の興隆、福祉の増進、産業の発展または自治の振興
に貢献された５名の方々を、熊谷市表彰条例により表彰しました。また、市表彰
規則により119名の方々を、そして特別表彰として１名を表彰しました｡

秘書課　3内線204

条例・特別表彰者のご紹介

文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰文化功労表彰

条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介条例・特別表彰者のご紹介

志邨武久氏は、
芸術に対する真

しん

摯
し

な姿勢と情熱をも
って数多くの個展
を開催する傍ら、
熊谷市美術展等の
公募展において、
審査員として参画
するなど画家とし

て地域の芸術文化の向上に大きく貢献
されました。氏は、熊谷市主催の「画
業50年の軌跡展」を代表に郷土での個
展を数多く開催され、特に母校である
県立熊谷高等学校の80周年記念館建築
に際しては、120号のステンドグラス
を８面制作するなど、美術を通じて多
くの市民に多大な影響を与えました。
さらに、氏の代表的な作品25点を本市
に寄贈されるなど、本市の発展と地域
文化の振興に寄与された功績は誠に顕
著です。

志
し

邨
む ら

武
た け

久
ひ さ

氏
（76 歳　楊井在住）
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山崎望人氏は、

熊谷市医師会会
長・顧問等の要職
を歴任されなが
ら、地域医療体制
の充実、発展に努
め、地域福祉の増
進に大きく貢献さ
れました。氏は、

昭和53年開設の休日急患診療所におい
て、休日、年末年始等の医療体制の確
保に尽力されたほか、平成８年から平
成12年まで、熊谷市医師会看護専門学
校長として看護師育成にも尽力されま
した。さらに、熊谷市教育委員会委員
長として、教育・学術および文化の振
興とともに児童・生徒の健康管理、学
校保健のあり方等について助言を行
い、教育行政の充実に尽力されるなど、
本市の発展と市民福祉の向上に寄与さ
れた功績は誠に顕著です。

山
や ま

崎
ざ き

望
も ち

人
ひ と

氏
（71歳　中央在住）
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門倉文子氏は、

保育士・保育園長
として、40年余の
永きにわたり保育
時間の延長をいち
早く取り入れるな
ど、保育実践を通
して子どもたちの
健全育成に尽力さ

れ、地域福祉の増進に大きく貢献されま
した。氏は、なでしこ保育園・第二なで
しこ保育園の園長をされながら、子育て
支援センター事業に熱心に取組まれ、子
育てサークルの育成支援など、本市の次
世代を担う子どもたちの育成に多大な貢
献をされました。さらに、熊谷市交通安
全母の会会長、熊谷市次世代育成支援行
動計画策定委員会副委員長および熊谷市
主任児童委員を歴任されるなど、本市の
発展と市民福祉の向上に寄与された功績
は誠に顕著です。

門
か ど

倉
く ら

文
ふ み

子
こ

氏
（65歳　柿沼在住）

産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰産業功労表彰
鴨田隆三氏は、

地域密着型金融の
機能強化に向けて、
中小企業の再生や
地域経済の活性化
を図るため、経営
基盤の強化や収益
力の一層の向上に
努め、本市の商工

業の振興に大きく貢献されました。氏は、
熊谷商工信用組合理事長として、地域経
済の牽

けん

引
いん

役として活躍されながら、熊谷
商工会議所においては小企業等経営改善
資金審査会委員長、寄付金管理運用委員
会委員長等の要職を歴任され、現在熊谷
商工会議所副会頭として活躍されていま
す。さらに、熊谷市中小企業小口事業融
資審査会委員、熊谷市障害者計画策定審
議会委員として市政に貢献するなど、本
市の発展と産業の振興に寄与された功績
は誠に顕著です。

鴨
か も

田
だ

隆
りゅう

三
ぞ う

氏
（65歳　中央在住）

自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰自治功労表彰
福田征芳氏は、

旧江南町長として
町政発展に尽くさ
れるとともに、熊
谷市との合併を推
進し、地方自治の
振興に大きく貢献
されました。氏は、
旧江南町において

総務課長、助役等の要職を歴任した後、
平成12年に江南町長に就任され、ホタ
ルが生息できる水辺環境の整備や大沼
公園の改修整備および国体跡地を利用
した総合公園の整備事業等、町政の発
展に尽くされました。また、熊谷市と
の合併は不可避であるという信念のも
とに、町議会との連携を図り町民の理
解を得ながら合併の実現に向け尽力さ
れ、県北初の20万都市の誕生に貢献さ
れるなど、本市の発展と地方自治の振
興に寄与された功績は誠に顕著です。

福
ふ く

田
だ

征
ゆ き

芳
よ し

氏
（63歳　上新田在住）

特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰特 別 表 彰

青山七恵氏は、
旅行会社に勤める
傍らで小説を執
筆、平成17年、22
歳で「窓の灯（あ
かり）」で文

ぶん

藝
げい

賞
を受賞し作家とし
てデビューを果た
しました。そして、

本年、２作目の「ひとり日
び

和
より

」で、23
歳11ヶ月という女性の受賞者では３番
目、全体では７番目の若さで権威ある
第136回芥川賞を受賞されました。氏
の受賞は誠に快挙であり、熊谷市民の
誇りであります。

青
あ お

山
や ま

七
な な

恵
え

氏
（24歳　善ヶ島出身）

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
は
、
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ

る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、「
よ
く
見
、

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
皆
さ
ん

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

「
候
補
者
名
を
記
載
」
し
て
投
票
し
ま
す
。

投
票
方
法

一
定
の
条
件
を
満
た
す
政
党
が
、
当
選
順

位
を
つ
け
な
い
で
候
補
者
名
簿
を
届
け
出
ま

す
。
有
権
者
が
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の

い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式
で
あ

る
た
め
、
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
選
人
の
決
め
方

政
党
の
得
票
総
数
に
比
例
し
て
、
当
選

人
の
数
を
配
分
す
る
方
式(

ド
ン
ト
式)

に
よ

り
、各
政
党
の
当
選
人
の
数
が
決
ま
り
ま
す
。

な
お
、
政
党
の
得
票
総
数
は
、
候
補
者
個
人

の
投
票
と
政
党
名
の
投
票
と
を
合
算
し
た
も

の
と
し
ま
す
。

各
政
党
に
配
分
さ
れ
た
当
選
人
の
数
の

中
で
、
得
票
数
の
最
も
多
い
候
補
者
か
ら

順
次
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
投
票
日
に
投
票

所
入
場
券
を
持
参
し
、
投
票
時
間
内(

７
時

〜
20
時)

に
選
挙
人
名
簿
と
対
照
し
投
票
し

ま
す
が
、
特
別
な
方
法
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

選
挙
の
当
日
、
次
に
掲
げ
る
事
由(

主
な

例)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ

る
方
は
、
選
挙
期
日
の
公
示
日
の
翌
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
場
合

・
用
事
の
た
め
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

ま
た
は
滞
在
す
る
場
合

・
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
の
た
め
歩
行
が
困

難
で
あ
る
場
合

・
指
定
さ
れ
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に

入
院
、
入
所
し
て
い
る
場
合(

施
設
管
理

者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い)

②
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
自
宅
等
に

お
い
て
投
票
用
紙
に
候
補
者
等
の
氏
名
を

記
載
し
、
そ
れ
を
郵
送
す
る
方
法
に
よ
り

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の

投
票
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
も
っ
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程
度
や
要

介
護
状
態(

介
護
５)

に
よ
り
認
定
さ
れ
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

③
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
方
は
、
投
票
管
理
者
に

申
し
出
て
、
点
字
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
代
理
投
票

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
自
分
で
字
の

書
け
な
い
方
は
、
投
票
管
理
者
に
申
し
出

て
、
自
分
が
投
票
し
た
い
候
補
者
等
を
書

い
て
も
ら
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。(

投
票
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま

す)◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　3
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線
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明
日
の
た
め
　
む
だ
に
し
な
い
で
　
そ
の
一
票

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

埼
玉
県
選
出
議
員
選
挙

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

投
票
の
い
ろ
い
ろ

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
・
選
挙
の

た
め
に
「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受

け
取
ら
な
い
」
は
き
れ
い
な
選
挙
の
合

言
葉
。

政
治
家
や
候
補
者
が
選
挙
区
内
の
人

に
、
次
の
よ
う
な
寄
附
を
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
違
反
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
を
贈
る
こ
と

・
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
附
し
た

り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
た
り
す
る
こ
と

・
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な
ど
の

お
祝
い
に
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と

・
開
店
祝
い
な
ど
に
花
輪
を
贈
る
こ
と

・
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り

に
、
お
金
を
寄
附
し
た
り
、
食
事
や

お
酒
を
届
け
た
り
す
る
こ
と

・
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁

当
や
飲
み
物
の
差
し
入
れ
や
、
バ
ス

代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人

に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
の

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局3

内
線
３
９
７

日
本
の
未
来
を
つ
く
る

あ
な
た
の
一
票



◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
４
０
９
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国
連
で
は
１
９
７
２
年
に
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム(

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン)

で

開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議

を
受
け
て
、
毎
年
６
月
５
日
を

「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。
日
本
で
は
環
境
保
全
に
関
す

る
理
解
と
行
動
を
促
進
す
る
た

め
、
平
成
３
年
度
か
ら
６
月
を

「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
解
決
の
た
め

に
世
界
が
協
力
し
て
作
っ
た
「
京

都
議
定
書
」
が
平
成
17
年
２
月
16

日
に
発
効
し
ま
し
た
。
世
界
に
約

束
し
た
日
本
の
目
標
は
、
平
成
20

年
か
ら
24
年
の
間
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
６
％
削
減
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
国
民
運
動
が
「
チ
ー
ム
・
マ

イ
ナ
ス
６
％
」
で
あ
り
、
熊
谷
市

お
よ
び
熊
谷
市
議
会
も
「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
に
登
録
し

て
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
の
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う

服
装
や
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
に

よ
り
電
気
の
使
用
を
減
ら
そ
う
。

②
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

水
道
水
の
送
水
に
は
た
く
さ
ん

の
電
気
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
節
水
の
た
め
の
工
夫
を
し

よ
う
。

③
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
オ
フ
。

④
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
製
品

を
選
ん
で
買
お
う
。

⑤
買
い
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う

過
剰
包
装
を
断
っ
た
り
、
自
分
の

買
い
物
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
こ
う
。

⑥
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

ビ
デ
オ
・
テ
レ
ビ
・
電
子
レ
ン

ジ
な
ど
の
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ

を
こ
ま
め
に
抜
こ
う
。

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

みんなで止めよう温暖化

チーム・マイナス6％

環
境
の
日
と
環
境
月
間

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
は
マ
イ
ナ
ス
６
％
で
す

誰
も
が
実
践
で
き
る
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

電
気
を
消
し
て
、
ろ
う
そ

く
の
灯
り
の
も
と
で
ス
ロ
ー

な
時
間
を
過
ご
す
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ

く
ま
が
や
２
０
０
７
」
が
今

年
も
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
６
月
10
日(

日)

18
時
〜

と
こ
ろ
　
彩
の
国
く
ま
が
や

ド
ー
ム

内
容
　
ト
ー
ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

詳
細
は
左
記
へ

◆
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉ
ｎ
く
ま
が
や
実
行
委
員
会
」

（
熊
谷
青
年
会
議
所
内
）

3
５
２
４-

０
４
４
０

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉ
ｎ
く
ま
が
や

２
０
０
７

テーマ「わが家のエコライフ」
市報クイズ4月号で寄せられた意見を紹介します。

●買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋はもらわないよう
にしています。 （50代・女性）
●よく晴れた日は、昼間、リビングのカーテンを全開にする
と、部屋が明るくなり、照明と暖房の節約になります。そ
れに、心まで少し開放的になり、明るくなりますよ。

（20代・女性）
●近所のお出かけには、普段からなるべく自転車を使用して
います。 （80代・女性）
●お風呂は太陽温水器を使って25年経ちます。晴れた日はガ
スを使わなくても大丈夫です。 （60代・男性）
●電気製品のコンセントに手元スイッチを設置し、こまめに
オン・オフを習慣づけていますので、待機電力はゼロに近
いです。 （70代・女性）
●わが家は、太陽光発電システムを導入しています。クリー

ンエネルギーの太陽光から、電気を毎日作るので環境にと
ても優しいし、得した気分にもなりますよ。（20代・男性）
●生ごみは庭に埋めて、ゴミの減量を図ると同時に小さな家
庭菜園の肥料にもなり一石二鳥です。 （30代・女性）
●家庭ごみの分別を徹底しています。また、紙類は捨てずに
資源物収集の日にまとめて出すようにしています。

（30代・女性）

6月は環境月間です。地球規模の環境問題が深刻化する中、
多くの市民が、出来ることから環境保全ための取組みを進
めています。ぜひこの機会に、「エコライフ」について意
識してみましょう。
※市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、更
に詳しく紹介しています。
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BODとは、川の汚れを微生物が分解するときに使う
水中の酸素の量で、数値が大きいほど川は汚れてい
ます。図中の数字は、各測定地点におけるBODの年
平均値です。

合併前の江南町は、豊かな自然環境に恵まれ、さら
に、地域の水路の水質保全を図るため、農業用水源の
整備や農業集落排水事業が行われてきました。その結
果、ホタルの生息に適した水環境が整い、平成７年に
は樋春地区でホタル(ゲンジボタル)が大発生しました。
これを契機にホタル保護の機運が高まり、平成10年

には県内唯一の「江南町ホタルの保護に関する条例」
が制定され、そして、合併に伴い、当時の条例制定の
趣旨を踏まえ、新たに「熊谷市ホタルの保護に関する
条例」を定めました。

条例では、ホタルの保護を図ることにより、河川等
の自然環境の保全や環境保全意識を高めていただくこ
とを目的にしています。また、ホタルが生息している
水路等を保護重点区域に指定し、ホタルの捕獲や生息
の妨げとなる行為を禁止しています。

ふ化したホタルの幼虫は、８～９か月間水中で生活
し、カワニナ(巻貝の一種)を食べて育ちます。４月上旬
頃上陸し、柔らかい土のくぼみや草の根元の穴を見つ
けてもぐります。５月中旬頃穴の中で最後の脱皮をし
てさなぎになり、その後、約２週間で成虫になったホ
タルは、地上に出てきて、美しい光を見せてくれます。

ゲンジボタルは水の汚れに弱いので、清らかな水環
境の維持にご協力ください。

◆環境政策課　3内線409

条例制定の経緯

条例の目的等

ゲンジボタルの成長

清らかな水環境のシンボル「ホタル」を守りましょう

平成18年度

主な河川･用水路水質測定結果

「熊谷市ホタルの保護に関する条例」を制定しました。

樋春地区

市内を流れている川は、皆さんの目にどのように映
っていますか？
市内の主要な河川や用水路の水質測定の結果は右図

のとおりです。図を見ると概ね市内を流下するに従い、
水質が悪化しているのがわかります。ＢＯＤの値が
10.1mg/rを超えた所もありました。

河川などを汚す原因の約７割は、一般家庭からの生
活排水であると言われています。
毎日の暮らしのなかでちょっとした工夫をすれば、

家庭から発生する、河川を汚す原因をかなり減らすこ
とができます。

台所での心がけとしては、次のような方法があります。
①流しには三角コーナーを設置して、調理くずや食べ
残しを流さないようにする。
②米のとぎ汁は、捨てないで植木、鉢植え、畑にまく。
③てんぷらなどの残り油は使いきるか、新聞紙やボロ
布にしみこませて処理する。
④汚れのついた食器や鍋は、紙などで拭

ふ

いてから洗う。
⑤食べ残しの無いように、必要な量だけ調理する。

私たちのまわりの川を魚の泳ぐきれいな川にするた
めに、一人ひとりが川に対する思いやりを持ち、でき
ることから行動していきましょう。

また、｢自分が住んでいる近くを流れている川に関心
を持つ｣ということもとても大切なことです。油が流れ
ている、魚が浮いている、などの川の異常を見つけた
らすぐに市に連絡してください。その対応が早いほど
被害は少なくなります。

◆環境政策課　3内線547

「
自
分
だ
け
が
や
っ
て
も
」
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、

で
き
る
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

いま、熊谷の川は
平成18年度　水質測定結果

荒　川


